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中西直樹・近藤俊太郎編『令知会と明治仏教』（亀山）
奮登
中西直樹・
本書は龍谷大学文化研究所の研究プロジェクト「明治期仏教雑誌の研
りようちかい
究」（代表・赤松徹真）による復刻版『
令知
会雑誌』製作の過程で得ら
れた多くの知見をまとめた論文集となっている。
本来は同誌の解題論文
と総目次を収録した小冊子として公刊される予定であったが、
別途、
赤
松徹真編『『反省会雑誌』とその周
辺』（シリーズ十九世紀の仏教ジャー
ナリズム・一）（法蔵館、
二0一七年）が上梓されるにおよび、
これに
重複しない形での周辺的な解題論文集 編集 たという。
昨今の近代日本思想史研究の全体的な動向とし
て、
雑誌メディア研究
は活況を呈 て る。
一方、
明治以降の仏教史研究の領域においても、
大谷栄一や吉永進一その他大勢の研究者により、
着々たる成
果が出され
ている。
明治期には本願寺系の普通教校の学生等が中心となった
一八八
八年創刊の『反省会雑誌』（総合雑誌『中央公論』の前身）を始
め、
活
版印刷技術の進歩にも支えられながら様々な仏教系の定期刊行物が出された。
このとき宗門の知識人により「仏教」なるもののあり方をめぐっ
て様々な演説や議論がなされたが、
これらの活動により近代の独特な言
論空間が形成され ったともいえる。
本書が主題とする『令知会雑誌』（後に『三宝叢誌』と改称）もまた、
近藤俊太郎編
かかる背景において仏教結社「令知会」の機関紙として一八八四年四月に創刊された。
すでに池田英俊が『明治仏教教会・結社史の研究』（刀
水書房、
一九九四年）で示すように、
一八八0年代から一八九0年代に
かけて、
キリスト教への危機意識、
文明開化、
およびその反動としての
国粋主義的思潮の影響で仏教者は宗門の枠を超えた結社の組織にかかわるようになるのであり、
令知会もその一例である。
誤解を恐れずに言えば、
雑誌研究の醍醐味は誌面を通じて時代のダイ
ナミズムを捉えること ると考える。
しかし『令知会雑誌』はその重
要性にもかかわらず、
史料の散逸に伴うアクセスの困難さもあり、
十分
に検討されてきたとはいえなかった。
一方、
近年では、
上記に述べたよ
うな「近代仏教」とい 学問領域への関心の高まりにも支えられた多くの復刻事業が行われ、
その総合的把握も比較的容易になっている。
本書
もかかる状況のなかで事業の最新の成果を伝えてくれ ものである。
そ
の具体的な章立ては次の通りである。
亀山
『令知会と明治仏教』
光明
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『令知会雑誌』研究の可能性||序にかえて
近藤俊太郎
第一章『令知会雑誌』とその課題近藤俊太郎
はじめに一令
知会の出発
二『 知会雑誌』の創刊三令知会の組織的特徴四令知会の課題五令知会の言論活動|—．キリスト教への対抗意識六令知会の言論活動ーー＇仏教改革論七令知会の言論活動ー|仏教の国家主義的形態への再編成おわりに
第二章「『令知会雑誌』に見る明治仏教史」中川洋子
はじめに-「文明」の「先導主唱者」へ二「宗教ノ大競進会」状況を前に三「安寧秩序」維持という使命おわりに�争と「懐疑」の時代へ
第三章「真宗布教
近代化の
一側面
—ー本願寺派「特殊布教」の成立過程を中心に」中西直樹
はじめに一近
代以降における布教環境の変化
二「
布教」用語の通例化
三巡
教使体制と各種教化団体の創設
四本
山主導布教体制の整備推進
五新
法王大谷光瑞と布教体制の強化
六布
教使養成と「信徒伝道」
七臨
時布教の推進と布教教団編成
八「特殊布教」の成立と展開おわりに
第四章「近代仏教青年会の興起とその実情」中西直樹
はじめに一若
講から仏教青年会へ
二島
地黙雷と勝友会の設立
三古
河勇と仏教青年協会
四大
内青轡と東京仏教青年会
五仏
教青年会運動の地方への広がり
六非
仏教系諸学校の仏教青年会
七夏
期講習会開催から東京諸学校 連合
おわりに
第五章「近代仏教少年教会の興起とその実情」中西直樹
はじめに一教
童講・少年講の組織
二少
年教会の発足
三築
地少年教会の発展
四地
方への波及の状況①(-八八五年）
五地
方への波及の状況②(-八八六年）
六地
方への波及 状況③(-八八七年）
七少
年教会設立の歴史的背景
八少
年教会における児童教化の実態
おわりに
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各章の要約は、
下 記 の 通 り で あ る 。
第一章「『令知会雑誌』とその課題」を著した近藤は「天皇制国家と
清 沢 満 之 の 思 想 」 や 「 マ ル ク ス 主 義 と 近 代 仏 教 」 に つ い て 業 績 の あ る 専門 家 で あ る 。 近 藤 は 本 章 の 冒 頭 で 、 令 知 会 の 活 動 の 中 心 人 物 で あ る 島 地黙 雷 ( - 八 三 八 ー 一 九 ― - ） に 関 す る 研 究 は 明 治
初期の政教関係史と宗
教概念形成過程の問題系に偏って
お り 、
彼がその後に宗門の中心的地位
を占めた明治中・後期の研究の不在を指摘
している
(l)。そしてかか
る前提の下で、「
欧化主義」から「
国粋主義」へと転回する時代思潮の
な か で の 仏 教 結 社 の 担 う 役 割 考 察 を 本 論 の 目 的 と し て い る 。
令知会設立
の 意 義 は 一 八 八 四 年 に 『 奇 日 新 報 』 な ど の 各 誌 に 掲 載 さ れ た 「 令 知 開 設告文」が伝えるように、
文明社会における「
文 辞 」
「音信」の重要性に
比 し て 、
それに十分に応えきれていない仏教界の後進性への危機感にあ
った。すなわちその射程は雑誌メディアの著しい発達のなかで仏教側のプ レ ゼ ン ス を い か に 発 揮 す る か に あ っ た と し て い る 。 当 初 の 同 会 参 加 者は 島 地 の ほ か に 、
東西本願寺の僧侶を中心として吉谷覚寿、
大 内 青 轡 、
寺田福寿、
井上円了、
南 條 文 雄 等 な ど の 鉾 々 た る メ ン バ ー が 名 を 連 ね て
いた。しかし組織の肥大化とともに種々の運営上の障害が
令 知 会 に 生 じ 、
特に東京の本願寺派僧侶が中心となった勝友会との接近は大谷派僧侶の離脱を招き、
本 派 中 心 の 組 織 へ と 再 編 成 さ れ て い っ た よ う で あ る 。 ま た
令知会は日本
列島でのキリスト教
徒の活動が活性化するなかで、「排
耶」と「護法」を課題としていた。そのなかでキリスト教をモデルとした様々な仏教の
改良が唱えられたが、
とりわけ中西牛郎の『
宗教革命
論 』 （ 博 文 堂 、
一八八九年）を積極的に受容
し「
仏教青年会」との連携
を 重 視 し た 点 で は 、
後の新仏教運動へと架橋する役割を有している。そ
し て 近 藤 は 教 導 職 廃 止 後 の 動 揺 す る 政 教 関 係 に お い て 、
仏教の国家主義
的再編成を啓蒙的立場から推進した点に同会の先駆的位置を認めている。
第二章「『令知会雑誌』に見る明治仏教史」を担当した中川洋子は先
述の『反省会雑誌』に関する一連の研究について業績のある専門家である 。 中 川 は 福 嶋 寛 隆 の 「
明 治 仏 教 は 、
そ の 出 発 点 に 於 い て 廃 仏 毀 釈 を 経
験 し 、
そ の 打 撃 か ら 立 ち 直 る 過 程 に 自 ら の 性 格 を 形 作 っ た 」 と す る テ ー
ゼを踏まえ(2)、
その基本的性格
の形成「
後」に位置する『令知会雑
誌』の考察を通じて、「復古」
と 「
開化」が交錯する仏教の状況認識と
自 己 形 成 を 考 究 し て い る 。
氏いわく、令知会は立憲制への機運が高まる
一八八四年に結成され、
すなわち折しも「脱亜入欧」というスローガン
の 下 、
欧化政策が進められ、
またキリスト教の布教活動が可視化された
時 期 で あ っ た 。 仏 教 者 た ち は キ リ ス ト 教 へ の 警 戒 、
畏 怖 、
羨望というア
ンビバレントな感情を有しており、
これらは一方で仏教の覚醒を促す原
動力となる。このような過程のなかで宗門は従来の「護法」から教勢拡大のための「
布教
」へと転換することとなる。また一八八四年の教導職
の廃止は、
片や仏教の自由な活動が可能になった一方で、
仏教が政府の
庇 護 下 か ら 離
れて独力で活動せねばならない状況に追い込まれたという
二重の意味を有した。中川はこれをキリスト教や文明諸思想との「
大 競
進会」へ臨む必要性と表現している。そして仏教者
は 「
仏 教 」 を 文 明 社
会に相応しい宗教として弁証すべく進化論などの科学や哲学の思想、
そ
して国体論との接近を試みることとなる。中川によれば、
これらの仏教
改良思想の基軸は、
島地の論説が示すよう
に「空論ヲ去テ実用二就ケ
ョ」という言葉に集約されているという(3)。かかる過程において『令知 会 雑 誌 』 で は 、
仏教を厭世教とする批判を払拭すべく様々な論説が試
み ら れ て い る が 、
中川は近藤と同じく
令知会メンバーが新仏教運動の先
駆者である中西牛郎の仏教革命論を進んで受け入れている点に注目している。他
方で中川は
「令知会」の活
動は、「対決」より
も む し ろ 「 随
順」に向かい、
時流に従わざるをえなかったことに限界を指摘してい
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る(4)。すなわち、
令知会は結果的に、
反欧化・国粋保存という奔流に
従い体制側へと傾いてしまったというのである。中川は、
護法運動から
出発した令知会は日清戦争以後、
無宗教の標榜や懐疑主義的立場が蔓延
するなかでの存在意義の模索という新たな段階に入ったとして
本章を
締めている。
第三章「真宗布教近代化の一側面||本．願寺派「特殊布教」
の成立過
程を中心に
」
を担当した中西直樹は、
近代真宗の海外布教と仏教教育に
関して、
多くの業績を発表してきた学者であ
る。本論において、
真宗布
教近代化の一端並びに近代真宗布教が直面した諸課題を考究すべく、
本
願寺派において特殊布教が成立す 過程を検討 てい
る。中西は、
「は
じめに
」
で近代布教の
問題を能化（布教する側）、
所化（布教される
側）、
布教方法という三側面から検討すること
を提案する。そして、
明
治期では「所化」
と「布教方法
」
の側面に大きな変化が見られたとして
いる。今日の 布教
」
に代わる言葉として近世の枠組みでは「法談
」、
「説法
」、「
勧化
」、「
談義」、
「唱導」、「説教
」
など多様な言葉が用いられ
ていた。しかしこれらの語は三条の教則による国民教化運動
を企図した
新政府により、
「説教
」
へと暫時的に統一されることになる。さらに一
八七五年十一月に信教の自由を保証する旨 口達が出されることで新展開を迎え、
宗門内では「布教
」
なる言葉が一般化していく。中西による
と本願寺では法王 権力が集中されるなかで、
布教体制は整備されてい
くが、
そこには末寺と本山の間で葛藤があったとし
ている。日露戦争後
は「能化
」
側にも改革が試みられ、
不振に終わったものの実験的に「教
士・女教士」
なる制度も設けら
れた。かか
る過程において、
「臨時布
教」
の名の下、
工場や鉄道、
果ては軍隊や監獄にまで及ぶ大規模な布教
活動が行われた。臨時布教は「特殊布教」
とも呼ばれ、
仏教界全体で用
いられたが、
敗戦後は都市布教や海外布教など一部を除いて、
この企て
は放棄された。その結果、
仏教教団の社会的影響力の低下を招いたと指
摘しており、
特殊布教の実態解明は今日の仏教教団再生にも通じる課題
であると中西は説明している。
第四章「近代仏教青年会の興起とその実情」
では、
一八八0年代末か
ら九0年代初頭にかけての勃興期の仏教青年会の実態解明を課題としている。この時期の教化団体は、
教団当局からの直接的介入がほとんどな
く、
キリスト教脅威論に触発されて自主的に組織された点が特徴である。
しかし多様な組織が乱立 、
継続性も不安定な団体
が多かったため末解
明の点も多 。そ で、
中西は当時の仏教系新聞や雑誌を渉猟すること
でこの実態を考究している。彼ら仏教青年達には仏教復興を担う役割が期待されたが、
令知会の中心人物の一人である島地黙雷が組織した「仏
教青年会」
と、
通仏教系の大内青轡が中心とする「仏教青年協会
」
は大
きな影響力を有した。そして両派の人脈は協力関係ー�特に本願寺系の『奇日新報』と大内が主宰する『明教新誌』を通して1にあり、
これ
に触発される形で地方にも仏教青年会は相次いで設立されたとしている。仏贅年会の動きはさらに非仏教系諸学校にも及
び、
早稲田大学の前身
たる東京専門学校に加え、
第一高等学校や慶應義塾などでも設立された。
このように一八九0年代前後 かけての協和的な雰囲気のなかで創設れた仏教青年会は、
緩やかな連帯と交渉を有していた。しかし日清・日
露戦争を経て宗派主導・統制が教化され、
宗門主導での青年会の再編が
進めら るに従い次第 組織としてのこれら 青年会は弱体化して ったとしている。
第五章「近代仏教青年教会の興起とその実情」
では、
一八八0年代以
降の文脈で寺院での少年 化運動として「少年教会
」
が登場した初期の
動向を俯廠している。明治五(-八七二）年の学制頒布 より全国各地に小学校が設置されたが、
経済的基盤を欠いていたためその多くが寺院を
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仮校舎としていた。当初はこの学校利用を新たな「廃仏毀釈」として認識する向きもあったが、
校舎の新築に従い寺院の学校利用が減少すると、
地域における中心的役割が寺院から学校へと移行することとなった。当時、
日本列島各地ではキリスト教伝道者による日曜学校が増加しており、
仏教側も少年教化の重要性をますます強く認識していくことに る。とりわけ東京の本願寺派と大谷派の僧侶が中心となった「築地少年教会」はロールモデルとなり、
この少年教会の設立の流れは地方へも波及した
という。中西はさらにこの少年教会設立の歴史的背景をめぐって、
キリ
スト教の日曜学校と比較している。すなわち中西は欧米社会において資本主義の成熟に伴い産み出された日曜学校を「教育機関というより階級社会の温存をはかる貧民の教化善導機関」とする田口仁久の見解 受け入れながら(5)、
慈恵主義の純化という点で評価する。一方で、
少年教
会の場合は、
史料が示している限りでは、「護法意識」が先行しており、
子どもの置かれた社会的状況への認識を窺う とができ いどころか、封建的家父長制度を強化しているとして厳しく批判している。
以上で各章の要約を終える。次に、
近代仏教研究の課題は如何に多様
であるかを示す本書の各論に対して
個人的な所感と展望を述べるよう
に努めたい。第一章 近藤論文は、『令知会雑誌』を新仏教運動への橋渡しとして位置づける点で、
世紀転換期に展開した新仏教運動のもう一
つの系譜に光を投げかける成果であると言えよう。例えば、
一八九九年
に成立した「
新仏教同志
会」はこ
れまでの研究において
、『宗教革命
論』を主著とする中西牛郎が提唱した「新仏教」論や、
古河老川を媒介
とした『反省会雑誌』などの影響が指摘さ てき が(6)、
他方で一八
八0年代に区切りを迎えたとする『令知 雑誌』
一八九二年以降も
『三宝叢誌』と改称され大正期まで継続しており、
近藤論文からも窺え
るように、
本誌からの当時の思想界への影響もま
た、
念頭に置くべきも
のであろう。他方、
これは確かに重要な指摘であるが、
新仏教運動を終
着点として片づけるのみならず、
その広範な影響範囲の可能性をめぐり、
「令知会」の更なる考察もこれから必要とされる作業であろう。
中川洋子担当の第二章では、
明治仏教を代表する仏教結社・令知会が
直面した諸々の課題
|
l排耶論、
仏教改良、
進化論に代表される科学言
説がもたらすインパクト、
仏教者の教化事業、．そして国粋主義の流行な
どーーが幅広く扱われている。これら 問題は個々において
は、
研究史
の上で詳細な検討がすでに行われている
が、
本論文はこれに『令知会雑
誌』という一本の線を引くことにより、
個別の事象を統一的に語る視座
を提供し、
明治仏教の歩みを鮮やかに描き出している。一方、
課題の性
格ゆえか、
同論が提示する情報量も多く、
行論という点からしてはやや
整理不足という印象を、
一部の読者が受けかねない。とはいえ、
中川が
示した多くの課題はいずれも重要
で、
それらを個別に深化させていくこ
とは、
今後の近代仏教史研究の任務のひとつとなる。
第三章の中西論文「真宗布教近代化の一側
面—|本'願寺派「特殊布
教」の成立過程を中心に」で
前近代において
、「法談」等と呼ばれ
た所謂「布教」が言説史的に説教、
布教、
そして戦後の伝道として変遷
していくことの一断面が論じられており、
近代日本の布教研究を総合的
に理解するうえで、
重要な知見をもたらしている。また
、第
四章以降で
は「仏教青年会」 いう、
今日でも多くの寺院で組織される青年団体の
形成過程が丹念に考究されており、
現代仏教のあり方の再検討をも促す
という点において、
有意義なものであろう。一方で、
同氏の論文が本書
の構成上、
全体の五分の三を占めているにもかかわらず
、そ
のいずれと
もが本書の主題たる「令知会」と 関連性にやや乏しいのではないかと、評者は感じざるを得なかった。編集上 制約や都合も多々あることと思われるが、
中西論文の位置づけを本書の主題との関係において、
より明
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確な形で示すことができたならば、見せたと考えられる。
評者は最後に、
明治仏教研究全体の課題について、
少し述べたい。
近
藤俊太郎も本書の序章で指摘するように、
従来の近代仏教研究では、
明
治初年の神仏分離・廃仏毀釈にまつわる仏教界の動向と、
一九00年代
という世紀末転換期に本格化 る「新仏教運動」と「精神主義」という二つの運動が中心であった。
そこで明治初期と後期を架橋させるという
課題が存在するが、
本書はこの問題に一定の貢献を果たすことに成功し
たと言えよう。
また本書執筆の契機となった『復刻版・令知会雑誌』の他にも近年、
仏教系雑誌の復刻事業とその研究成果が相次いでい ー�例えば『明教新誌』（高野山大学附属高野山図書館監修、
小林写真工業株式会社、
ニ
00三年）、『反省（会）
雑誌』1.11.m（福嶋寛隆·中川洋子•藤原
正信編、
龍谷大学仏教文化研究所、
二00五年）、『新仏教—|新仏教徒
同志会』(8,
ROM版、
すずさわ書店、
二00九年）、『海外佛教事情
The 
Bijou 
of 
Asia.II 
(中西直樹・吉永進一編、
三人社、
二0一五年）
など。
しかしその多くが真宗系の学者による自宗にまつわる成果である。
例え
ば、
評者が研究対象とする明治期の真言僧・釈雲照も「令知会」とほぼ
同時期に「十善会」なる仏教結社を創設し、
機関紙『＋善宝窟』は大正
期まで発行されているが、
その全体的な資料の整理や検討はまだ不十分
である。
そこで評者は本書に触発されて、
かかる真宗中心の研究態度を
再考し、
新たな近代仏教の物語を構築する必要性を個人の問題意識とし
ても僭越ながら再認識 た次第である。
一作品としてさらに、
自然な展開を
(1)中西他編『令知会と明治仏教』、
一 0 | + ― 頁 。
( 2 ) 中 西 他 編 『 令 知 会 と 明 治 仏 教 』 、
四二頁。
( 3 )
『令知会雑誌』第五0号(-八八八年五月ニ―日）
(4)中西他編『 令 知 会 と 明 治 仏 教 』 、
六 三 頁 。
(5)田口仁久『イギリス学校教育史』（学芸図書、
一九七五年）、
三三ー三七頁。
(6)
例えば、
大谷栄一「明治期の「新しい仏教」の形成と展開
1
仏教青年た
ちのユースカルチャー」（『季刊日本思想史』七五号、
ぺりかん社、
二00
九年）などを参照の こ と 。
（東北大学大学院国際文化研究科博士課程前期）
註
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